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1980年代の終わりに精神科病院に勤務し
ていた頃，不思議な認知症の患者さんを担当
した。家事がうまくこなせず，テレビの
ニュースにも関心を示さなくなり，前医でア
ルツハイマー病と診断されていた。しかし，
発話が極端に減少し，さらに構語障害や嚥下
障害も認めるようになり，普通のアルツハイ
マー病とは思えなかった。両上肢の筋力が低
下し，舌や母指球にも萎縮を認め，両腕をだ
らんと下げて背中を丸めながら病棟をすたす
たと歩く姿は特徴的であった。認知症に運動
ニューロン病を合併しているのだろうかと
思って悩んでいたら，神経病理をご指導いた
だいていた故・加藤雄司先生から宮崎の三山
吉夫先生の論文を教えていただき，目からう
ろこが落ちたような思いをした（Mitsuyama Y

and Takamiya S. Arch Neurol, 1979）。いわゆる三
山型の⽛運動ニューロン病を伴う初老期痴呆⽜
である。今でこそ ALS/FTLD としてよく知
られた概念であるが，当時はそのような例を
経験した人はまわりにいなかった。三山先生
が new entity ?とされていたことが印象深く，
やはりアルツハイマー病ではないのだと納得
した次第であった。こういう症例は続くとき
は続くもので，故・小阪憲司先生にもご指導
いただきながら，だいぶ遅れたが，合わせて
3例の臨床病理経過を報告させていただいた
（Mimura M, et al. Neuropathology, 1998）。
さて，本誌では 3月号から⽛原著・過去の
論文から学ぶ⽜が連載されている。本号では

本誌の前編集主幹である河村 満先生による
⽛知覚対側転位症候の原著を探る⽜が掲載さ
れている。私は恥ずかしながら，昨年本誌に
掲載された河村先生による英文総説（Kawamura

M. Brain Nerve, 2023）を読むまでは，この特異
な症候である allesthesiaないし allochiriaを知
らなかった。体の片側に与えた感覚刺激を刺
激の反対側の同部位に感じるという不可思議
な現象は，たしかに教科書にもほとんど記載
されていない。おそらく実際に知覚対側転
位／知覚転位の症例を目の当たりにしなけれ
ば，あるいはそのような報告を知らなければ，
神経内科の卒前・卒後教育でも語られること
は皆無であろう。今回，あらためてこの解説
を読んで，Lapidousのテーゼの中にこの稀な
現象が 22例も報告されていることに驚愕し
た。いや，それ以上に，この 19世紀（1899年）

のテーゼのコピーを河村先生が大切に所持し
ておられたこと，先生自身の経験症例を
Lapidousの原典に当たることであらためて見
えてきた問題があることに感動した。特異な
症候を丁寧にみていくことこそ，神経学，精
神医学，神経心理学の真骨頂である。そこに
は鋭い観察眼とともに，いま目にしている一
見不可思議な現象の背景を読み解く深い洞察
があると思う。あらためてこのような連載を
企画した下畑享良先生の慧眼にも脱帽する次
第である。

（三村 將）

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
4 

2026/09/25 13:00:15


